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に
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は
じ
め
に

　

お
茶
の
水
図
書
館
蔵
︵
成
簀
堂
文
庫
旧
蔵
︶﹃
節
用
文
字
﹄
は
首
尾
を
欠
い
た
零
帖

な
が
ら
世
俗
字
類
抄
や
色
葉
字
類
抄
の
一
諸
本
と
し
て
、
そ
の
複
製
︵
０
１
︶
が
公
刊
さ

れ
た
。
鎌
倉
時
代
の
書
写
か
。
い
わ
ゆ
る
字
類
抄
諸
本
︵
０
２
︶
中
の
原
撰
本
系
諸
本
に

関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
も
不
詳
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
仮
名
反
切
︵
仮
名
書
き

に
よ
る
字
音
表
示
︶︵
０
３
︶
に
分
析
を
加
え
、
同
書
の
組
成
解
明
に
取
り
組
む
。
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１　

節
用
文
字
付
載
の
音
注

　

節
用
文
字
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
論
文
﹁
節
用
文
字
の
反
切
﹂︵
０
４
︶
で

述
べ
た
経
緯
が
あ
る
の
で
、
そ
の
結
論
だ
け
を
敷
衍
し
て
お
く
。

　

同
書
の
複
製
刊
行
に
際
し
て
、山
田
孝
雄﹃
徳
富
猪
一
郎
氏
蔵 

節
用
文
字 

解
説
﹄︵
０
５
︶

が
付
載
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、﹁
本
書
は
徳
富
蘇
峯
先
生
の
蔵
に
し
て
大
正
十
年
、

和
田
雲
村
翁
の
追
悼
辞
書
展
覧
会
に
出
陳
し
て
白
眉
を
以
て
称
せ
ら
れ
た
る
も
の
と

い
ふ
。﹂
と
冒
頭
が
始
ま
る
。
そ
の
徳
富
猪
一
郎
︵
蘇
峯
︶
氏
が
塊
集
し
た
古
典
籍
約

十
万
点
に
の
ぼ
る
成
簀
堂
文
庫
の
一
つ
に
節
用
文
字
が
含
ま
れ
る
。
題
目
に
は
節
用
文

字
と
あ
る
が
、
そ
の
篇
と
部
と
を
一
覧
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
世
俗
字
類
抄
や
色
葉
字
類

抄
な
ど
字
類
抄
諸
本
に
酷
似
す
る
。
や
は
り
、
同
書
が
字
類
抄
諸
本
の
一
つ
に
位
置
付

け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
題
目
た
る
節
用
文
字
は
後
世
の
命
名
に
し
て
、
当
初

は
別
名
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。﹁
ヌ
﹂
篇
︵
０
６
︶
の
地
部
に
始
ま
り
、﹁
ム
﹂
篇
の
飲

食
部
ま
で
に
至
る
が
、
全
体
は
残
さ
れ
て
い
な
い
零
帖
で
あ
る
。

　

各
篇
各
部
を
具
体
的
に
見
て
い
く
と
、
語
の
掲
出
に
あ
た
っ
て
は
混
乱
を
生
じ
て
い

る
。
こ
れ
は
増
補
改
訂
を
試
み
た
際
の
混
乱
や
書
写
時
の
誤
認
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
現
存
す
る
節
用
文
字
は
増
補
改
訂
が
施
さ
れ
た
痕
跡
を
認
め

る
が
、そ
の
際
、す
で
に
存
す
る
掲
出
語
と
重
複
し
な
い
よ
う
に
す
る
吟
味
選
定
を
怠
っ

た
結
果
、
掲
出
語
の
錯
綜
を
招
い
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
音
注
の
分
析
に
あ
っ
た
て
も
、
十
分
な
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
節
用
文
字

を
も
含
む
世
俗
字
類
抄
や
色
葉
字
類
抄
な
ど
字
類
抄
諸
本
は
、
常
用
す
る
基
本
的
な
語

彙
と
し
て
の
和
名
を
塊
集
し
、
対
応
す
る
漢
字
見
出
し
の
も
と
に
掲
出
字
を
選
択
し
て

い
く
、
と
い
う
編
纂
の
原
則
を
持
っ
て
成
立
し
た
。
い
わ
ゆ
る
﹁
色
葉
和
名
﹂︵
０
７
︶
と

も
言
え
る
体
裁
で
あ
る
。
ま
ず
和
名
を
も
っ
て
塊
集
を
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
の
分
類
体

裁
と
し
て
イ
ロ
ハ
順
の
検
索
が
採
用
さ
れ
た
の
は
自
然
な
成
り
行
き
と
言
え
る
。ま
た
、

こ
れ
ら
当
時
の
辞
書
は
漢
文
の
訓
読
や
作
成
に
お
い
て
活
用
が
期
待
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

か
ら
、
和
訓
だ
け
で
は
な
く
、
掲
出
字
の
字
音
を
求
め
る
場
面
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

増
補
改
訂
が
進
む
中
、
こ
の
要
請
に
は
反
切
・
同
音
字
注︵
０
８
︶・
仮
名
音
注
を
付
載
す

る
こ
と
で
対
応
し
た
。
字
音
注
記
と
し
て
は
字
類
抄
諸
本
に
限
ら
な
い
一
般
的
な
方
法

と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
字
類
抄
諸
本
の
編
纂
過
程
は
概
ね
次
の
二
段
階
を

想
定
で
き
る
。

　

Ａ　

い
わ
ゆ
る
﹁
色
葉
和
名
﹂
の
基
準
に
基
づ
く
和
訓
語
彙
の
塊
集

　
　

︵
分
類
体
裁
と
し
て
イ
ロ
ハ
順
の
検
索
を
採
用
し
た
初
期
段
階
︶

　

Ｂ　

語
彙
数
の
増
加
と
字
音
の
付
載

　
　

︵
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
た
増
補
改
訂
段
階
︶

　

現
存
す
る
節
用
文
字
を
見
る
限
り
、
Ｂ
の
段
階
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
増
補

改
訂
し
た
部
分
を
除
外
し
編
纂
当
初
の
姿
を
再
現
で
き
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
Ａ
の
段
階

に
近
づ
く
と
推
測
す
る
。
し
か
し
、
掲
出
語
の
増
補
改
訂
に
問
題
が
あ
る
と
な
れ
ば
、

音
注
に
関
し
て
も
慎
重
な
分
析
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
音
注
の
付
載
状
況

を
確
認
し
て
お
こ
う
。
現
存
す
る
ヌ
篇
に
所
属
す
る
地
・
植
物
・
人
倫
・
人
躰
・
人
事
・

飲
食
・
雑
物
・
辞
字
・
帖
字
・
官
の
各
部
を
掲
げ
る
。︵
０
９
︶︵
１
０
︶

　

　

　

　

地

沼 

ヌ 

ヌ
マ 

セ
ウ 

  

塗
籠 

ヌ
リ
コ
メ  

渟 

ヌ

　

　

　

 

　

　

植
物

蓴 
ヌ
ナ
ハ

ス
ウ
ン 

蘓 

ヌ
カ
エ

ノ
ラ
エ 

枸
杞 

ヌ
ミ
ク
ス
リ

ク
コ 　
　

  

　

コ
ウ
キ

［
右
傍
］
樗 

ヌ
テ　
チ
ヨ
反 

椃
同

　

白
膠
木 
同  
零
餘
子 

ヌ
カ
コ  

藉 

ヌ
カ
コ  

王
孫　
ヌ
ハ
リ
ク
サ

又
ト
チ
ハ
リ  

黄
孫 

同  

蓀 

同
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動
物

鵼 

ヌ
エ

コ
ウ 

叩
頭
虫 

ヌ
カ
ツ
キ

ム
シ　

 

觘 

ヌ
タ

ハ
タ 

鵺 

ヌ
エ   

皽 

ヌ
タ

ハ
タ

  
人
倫

主 

ヌ
シ   

王  

皇 

同   

偷
　

ヌ
ス

ヒ
ト  

盗
人 

同   

下
良
人 

同

竊 

ヌ
ス
ヒ
ト　
　

ク
ラ
ヌ
ス
ヒ
ト 

賊  

囚
人 

同

 

人
躰

額 

ヌ
カ   
板
齒  
ヌ
カ
ハ　

［
右
傍
］ 

髴 

ヌ
カ
ヽ
ミ

フ
ツ　

  

蹐 

ヌ
キ
ア
シ

　
　
　
　
　
　

人
事

盗 

ヌ
ス
ミ  

竊 

同   
偷 
同   

姧 

同   

蹐 

ヌ
キ
ア
シ   

蹟
蹐 

ヌ
キ
ア
シ

尺
反　

 

 

飲
食

糠 

ヌ
カ   

糩 

ヌ
カ

　
　雑

物

繍 

ヌ
イ
モ
ノ

シ
ウ
反

  

布 

ヌ
ノ　
　

［
右
傍
］　

 

緯 

ヌ
キ

ヰ
反  

繐 

同　

ヱ
反

ホ
ソ
キ   
紵 

ヌ
キ　

ア
セ

チ
ヨ
反 　

曝
布 

ヌ
ノ
サ
ラ
ス

［
右
傍
］  

  

帛
帶 

ヌ
ノ
ヲ
ヒ

［
右
傍
］  

塗
箟 

ヌ
リ

ノ

 

糸
＋
崔
車 
ヌ
キ　

カ
フ
リ

麻 

ヌ
サ   

樓
額 

ヌ
カ
ヽ
ミ

ヌ
カ
ヽ
キ 

貫
鞘 

サ
ヤ　
　

［
右
傍
］ 

貫
箐 

ヌ
キ
ス   

線 

ヌ
ヒ
キ
ヌ　

イ
ト 　

 　

　
　
　糸

＋
畢 

ヌ
フ　

ト
ヽ
ム 

ヌ
ノ　

ヒ
チ
反 

絎 

ヌ
フ   

綫 

ヌ
ヒ
キ
ヌ   

絞 

ヌ
ヒ
メ　

カ
サ
ル

ア
ツ　

ケ
ウ
反

  

イ
ト
ク
ル　

マ
ツ
フ

［
中
注
］    　
　
　

 

　
　
　
　寢 

ヌ
ル

フ
ス 

寐 

ヌ　フ
ス 

搴 

ヌ
キ
ツ

ト
ル

 

サ
ク　
　

［
中
注
］

綻 

ヌ
ク　

ト
ク　

カ
タ　

テ
イ
反  

墐 

ヌ
ル

　
　
　
　

 

緻 

ヌ
フ　

オ
キ
ヌ
フ

キ
ヒ
シ　

チ
反

   

埿 

ヌ
ル　

テ
イ
反 

抽 

ヌ
ク　

切
│
拔
也

勅
鳩
反　
　
　

 

ヌ
キ
イ
ツ

［
右
傍
］ 

縫 

ヌ
フ   

布
帶 

ヌ
ノ

ヲ
ヒ

糸
＋
尊 

同   

糸
＋
崔
車 

ヌ
キ
カ
フ
リ   

秡
麻 

ヌ
サ

辞
字

挺 

ヌ
キ

イ
ツ 

拔 

ヌ
ク 

擢 

同   

貫 

ヌ
ク   

抄 

ヌ
ク   

脫 

ヌ
ク　

│
香
衣

滯 

ヌ
ル  

塗 

ヌ
ル   

薅
ヌ
ク

草

  

挺 

ヌ
キ
イ
ツ

ヌ
ク　

  

援  

扌
＋
宁  

扌
＋
留

扌
＋
隣  

抄  

艾 

已
上

同

  

脫 

衣
│

沓
│  

除  

解  

蠼 

已
上

同

  

縫 

ヌ
フ

　

糸
＋
弥  

同   

濡  

塗  

墐  

霑 

ヌ
ラ
ス　

［
右
傍
］ 

遅 

ヌ
ル
シ　

［
右
傍
］ 

駑  

駘 

同

　
　
　糸

＋
包 

ヌ
イ
メ

　
　

   

緎 

同   

泥 

ヌ
ル

　

   

粉 

ヌ
ル

　

   

礻
＋
而 

ヌ
サ
ス
ミ 

ヌ
サ
ス
リ

帖
字

奴
卑 

ヌ
ヒ

　

   

叩
頭 

ヌ
カ

ツ
ク  

猶
悠 

ヌ
ル
シ

ユ
イ
ウ

官

縫
殿
寮 

ヌ
ヒ
ト
ノ
レ
ウ

頭 

助 

允 

属　

 

︵
節
用
文
字
／
ヌ
・
地
０
１
オ
１
～
０
２
オ
５
︶

　

他
の
字
類
抄
諸
本
と
同
じ
く
、
音
注
と
し
て
は
仮
名
音
注
・
同
音
字
注
・
反
切
の
三

種
類
が
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、仮
名
音
注
の
場
合
に
は
﹁
反
﹂
表
示
が
あ
る
も
の
︵
仮

名
反
切
と
仮
称
す
る
︶
と
な
い
も
の
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
区
別
す
れ
ば
、
四
種
類
と
な

る
。
右
の
掲
出
例
か
ら
音
注
を
集
約
す
る
。

沼 

セ
ウ 

︵
仮
名
音
注
／
ヌ
・
地　

０
１
オ
１
︶

蓴 
ス
ウ
ン 

︵
仮
名
音
注
／
ヌ
・
植
物
０
１
オ
２
︶

枸
杞 
コ
ウ
キ 

︵
仮
名
音
注
／
ヌ
・
植
物
０
１
オ
２
︶

樗 

チ
ヨ
反 

︵
仮
名
反
切
／
ヌ
・
植
物
０
１
オ
２
︶
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鵼 

コ
ウ 

︵
仮
名
音
注
／
ヌ
・
動
物
０
１
オ
４
︶

髴  

フ
ツ 

︵
仮
名
音
注
／
ヌ
・
人
躰
０
１
オ
６
︶

蹟 

尺
反 

︵
同
音
字
注
／
ヌ
・
人
事
０
１
オ
７
︶

繍 
シ
ウ
反 

︵
仮
名
反
切
／
ヌ
・
雑
物
０
１
ウ
２
︶

緯 
ヰ
反 

︵
仮
名
反
切
／
ヌ
・
雑
物
０
１
ウ
２
︶

繐 

ヱ
反 
︵
仮
名
反
切
／
ヌ
・
雑
物
０
１
ウ
２
︶

紵 

チ
ヨ
反 
︵
仮
名
反
切
／
ヌ
・
雑
物
０
１
ウ
２
︶

糸
＋
畢 

ヒ
チ
反 

︵
仮
名
反
切
／
ヌ
・
雑
物
０
１
ウ
４
︶

絞 

ケ
ウ
反 

︵
仮
名
反
切
／
ヌ
・
雑
物
０
１
ウ
４
︶

綻 

テ
イ
反 

︵
仮
名
反
切
／
ヌ
・
雑
物
０
１
ウ
５
︶

緻 

チ
反 

︵
仮
名
反
切
／
ヌ
・
雑
物
０
１
ウ
５
︶

埿 

テ
イ
反 

︵
仮
名
反
切
／
ヌ
・
雑
物
０
１
ウ
５
︶

抽 

勅
鳩
反 

︵
反
切　
　

／
ヌ
・
雑
物
０
１
ウ
５
︶

奴
卑 

ヌ
ヒ 

︵
仮
名
音
注
／
ヌ
・
帖
字
０
２
オ
４
︶

猶
悠 

ユ
イ
ウ 

︵
仮
名
音
注
／
ヌ
・
帖
字
０
２
オ
４
︶

　

既
述
し
た
ご
と
く
、
和
名
を
も
っ
て
語
彙
の
塊
集
を
行
い
、
そ
れ
を
イ
ロ
ハ
分
類
す

る
、す
な
わ
ち
﹁
色
葉
和
名
﹂
が
字
類
抄
編
纂
の
根
幹
的
な
方
針
で
あ
っ
た
。
掲
出
語
、

こ
の
場
合
は
漢
字
で
あ
る
が
、そ
の
和
訓
を
知
る
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、

漢
文
の
訓
読
や
作
成
に
資
す
る
と
い
う
実
用
性
を
考
え
た
場
合
、
そ
の
音
を
も
知
る
必

要
性
が
無
視
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
増
補
改
訂
に
お
い
て
、
掲
出
語
に
よ
っ
て

は
音
注
の
付
載
も
進
め
ら
れ
た
と
考
え
る
。
あ
く
ま
で
音
注
は
補
助
的
な
役
割
を
担
っ

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
す
で
に
定
着
し
て
い
た
字
音
語
や
字
音
以
外
に
読
み
の
な
い
語
に

は
音
注
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

そ
の
点
で
言
え
ば
、
中
国
語
音
韻
学
に
基
づ
く
漢
字
音
の
知
識
を
要
求
さ
れ
る
反
切

や
同
音
字
注
は
敷
居
が
高
い
が
、
仮
名
音
注
は
日
本
語
の
音
節
構
造
に
馴
化
し
た
字
音

把
握
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
か
ら
、最
も
理
解
し
や
す
い
。
仮
名
音
注
が
相
当
数
あ
る
の
も
、

そ
の
よ
う
な
背
景
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

た
だ
し
、﹁
反
﹂
表
示
の
有
無
に
よ
っ
て
、
仮
名
音
注
に
二
種
類
が
存
在
す
る
の
は

如
何
な
る
こ
と
か
。
お
そ
ら
く
は
、
異
な
る
複
数
の
増
補
が
実
施
さ
れ
た
た
め
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
。
そ
の
増
補
の
一
段
階
に
お
い
て
、
和
訓
と
は
区
別
す
る
と
い
う
必

要
か
ら
、﹁
反
﹂
表
示
を
加
え
、
掲
出
語
の
理
解
を
高
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、﹁
反
﹂

無
表
示
の
仮
名
音
注
は
別
の
増
補
段
階
に
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
両
者
の
先
後
は

不
明
。

　

ま
た
、同
音
字
注
の
ご
と
き﹁
尺
反
﹂は
、掲
出
字﹁
蹟
﹂を﹁
セ
キ
﹂だ
け
で
は
な
く
、﹁
シ

ヤ
ク
﹂
と
も
把
握
し
た
い
が
た
め
の
措
置
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
節
用
文
字
全
体

で
は
、
他
に
﹁
頑 

元
反
﹂﹁
饋 

鬼
反
﹂﹁
弶 

京
反
﹂﹁
墻 

生
反
﹂
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
﹁
グ
ワ
ン
﹂﹁
ク
ヰ
﹂﹁
キ
ヤ
ウ
﹂﹁
シ
ヤ
ウ
﹂
と
い
う
字
音
の
把
握
を
想
定
し

て
い
る
。
次
章
に
掲
げ
る
【
表
１
の
１
】
～
【
表
１
の
５
】
か
ら
、
先
ん
じ
て
当
該
例

を
示
し
て
お
く
。

０
２　

蹟 

ヌ
キ
ア
シ

尺
反　

 

︵
ヌ
・
人
事
０
１
オ
７
︶

１
９　

頑 

ヲ
ロ
カ
ナ
リ

元
反　
　

 

︵
ヲ
・
人
事
０
４
オ
５
︶

３
２　

饋 

ヲ
ク
ル

鬼
反

 

︵
ヲ
・
辞
字
０
７
ウ
４
︶

６
３　

弶 
ワ
ナ　

ク
ヒ
チ

京
反　
　
　

 

︵
ワ
・
辞
字
１
０
オ
６
︶

７
２　

墻 
カ
キ

生
反 

︵
カ
・
地
儀
１
１
ウ
４
︶
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右
の
五
例
は
、
外
国
語
音
と
し
て
の
中
国
語
原
音
を
よ
り
忠
実
に
把
握
し
た
い
が
た

め
、
仮
名
反
切
や
仮
名
音
注
を
使
わ
ず
に
同
音
字
注
を
選
択
し
た
と
認
め
ら
れ
る
。

　

二
巻
本
色
葉
字
類
抄︵
１
１
︶を
参
照
し
て
、
先
の
五
例
に
相
当
す
る
諸
例
を
掲
げ
る
。

た
だ
し
、
６
３
﹁
弶
﹂
に
対
応
す
る
例
は
見
出
せ
な
い
。
７
２
﹁
墻
﹂
に
は
仮
名
音
注

﹁
シ
ヤ
ウ
﹂
が
付
さ
れ
、
日
本
語
の
拗
音
と
し
て
表
示
す
る
た
め
、
仮
名
三
字
に
よ
る

字
音
把
握
の
実
情
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
仮
名
音
注
の
場
合
、
日
本
語
の
濁
音

表
示
を
し
な
い
た
め
、﹁
ジ
ヤ
ウ
﹂の
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
以
外
は
仮
名
音
注
が
な
く
、

判
断
で
き
な
い
。

蹐 

ヌ
キ
ア
シ

軽
足
行
也  

子
赤
反

［
中
注
］
蹟 

同　
︵
巻
上
上
奴
・
人
事
４
２
ウ
９
︶

愚 

ヲ
ロ
カ
ナ
リ

［
右
傍
］　

  

頑
疎
⋮
惛 

已
上
同

　
　

　
︵
巻
上
上
遠
・
人
事
４
６
オ
６
︶

送 

ヲ
ク
ル

［
右
傍
］ 

贈
⋮
饋
⋮
貺 

已
上
同

　
　

　
︵
巻
上
上
遠
・
辞
字
４
７
ウ
３
︶

墻 

カ
キ
［
右
傍
］　

シ
ヤ
ウ
［
左
傍
］   

障 

周   

⋮
窬 

已
上
同　
　

門
邉
小
賓
也 

︵
巻
上
上
加
・
地
儀
０
５
オ
５
︶

　

三
巻
本
色
葉
字
類
抄︵
１
２
︶を
参
照
し
て
、
先
の
五
例
に
相
当
す
る
諸
例
を
掲
げ
る
。

や
は
り
、
６
３
﹁
弶
﹂
に
対
応
す
る
例
は
見
出
せ
な
い
。
音
注
表
示
も
存
在
し
な
い
の

で
、
判
断
し
が
た
い
が
、﹁
蹐
﹂
に
は
仮
名
音
注
﹁
セ
キ
﹂
が
あ
り
、﹁
蹟
﹂
も
同
音
の

把
握
を
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
﹁
同
﹂
表
示
は
基
本
的
に
和
訓
に

対
す
る
も
の
で
、
積
極
的
な
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

蹐 

ヌ
キ
ア
シ

軽
足
行
也 

セ
キ　

［
右
傍
］  

蹟 

同　
︵
巻
上
奴
・
人
事
７
７
ウ
２
︶

愚 

ヲ
ロ
カ　
　

ヲ
ロ
カ
ナ
リ  

ク　
　

［
右
傍
］  

頑
疎
⋮
惛 

已
上
同 

　
　

　
︵
巻
上
遠
・
人
事
８
２
オ
３
︶

送 

ヲ
ク
ル

　
　

  

贈
⋮
遺 

ユ
イ　

［
右
傍
］  

⋮
饋
⋮
貺 

已
上
同 

　
　

　
︵
巻
上
遠
・
辞
字
８
４
オ
３
︶

墻 　
　及

肩 

障 

カ
キ

周
│  

⋮
窬 

門
邉
小
賓
也

已
上
墻
也
　
︵
巻
上
加
・
地
儀
９
１
オ
６
︶

　

そ
こ
で
、観
智
院
本
類
聚
名
義
抄︵
１
３
︶を
参
看
し
て
見
る
。﹁
蹟
﹂の
右
傍
に
は﹁
セ
キ
﹂

と
あ
り
、﹁
シ
ヤ
ク
﹂
で
は
な
い
。
し
か
し
、
同
義
語
で
あ
る
﹁
跡
﹂
に
は
﹁
音
積 

セ

キ 

シ
ヤ
ク
﹂
と
あ
っ
て
、
一
概
に
﹁
シ
ヤ
ク
﹂
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、

０
２
の
同
音
字
注
﹁
音
尺
﹂
は
﹁
セ
キ
﹂﹁
シ
ヤ
ク
﹂
両
音
を
想
定
し
て
い
る
と
も
考

え
ら
れ
る
。
１
９
﹁
頑
﹂
の
同
音
字
注
﹁
元
反
﹂
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
呉
音
表
示

の
付
い
た
﹁
呉
元
﹂
が
見
出
せ
る
。
こ
れ
は
中
国
語
音
韻
史
に
お
け
る
等
韻
学
の
述
語

で
言
う
合
口
、
す
な
わ
ち
円
唇
音
的
特
徴
に
留
意
し
た
い
が
た
め
の
選
択
で
あ
ろ
う
。

７
２
﹁
墻
﹂
の
同
音
字
注
﹁
生
反
﹂
に
対
し
て
、
同
じ
く
同
音
字
注
﹁
常
﹂
が
見
出
せ

る
。
仮
名
音
注
で
想
定
す
る
と
﹁
ジ
ヤ
ウ
﹂
と
な
る
。
先
に
、
二
巻
本
色
葉
字
類
抄
で

は
当
該
字
に
対
し
て
仮
名
音
注
﹁
シ
ヤ
ウ
﹂
が
付
さ
れ
て
い
た
点
を
確
認
し
た
が
、
こ

れ
も
日
本
語
の
濁
音
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
中
国
語
音
韻
史
で
言
う
全

濁
音
の
無
声
化︵
１
４
︶が
反
映
し
た
中
国
語
音
を
移
入
す
れ
ば
、
日
本
語
の
清
音
で
対
応

し
た
﹁
シ
ヤ
ウ
﹂
と
な
る
。

跡 
迹
並
正

タ
ツ
ヌ  

ホ
ト
ツ
ク　
　
　
　

　

音
積 

セ
キ 

シ
ヤ
ク  

蹟
踈 

正
⋮
ヌ
キ
ア
シ

⋮　
　

ウ
ツ
シ 

セ
キ　
　

［
右
傍
］ 

︵
法
上
・
４
２
オ
４
︶

蹐 
寂
脊
二
音　

十
歩
行　

ヌ
キ
ア
シ　

　

ア
シ
ラ
フ　

ノ
ホ
ル　

ユ
ク　
　　
︵
法
上
・
４
２
ウ
８
︶

頑 

誤
鰥
反　

カ
タ
ク
ナ
シ
⋮　

オ
ロ
カ
ナ
リ　

⋮　

呉
元
　
︵
仏
下
本
・
１
４
オ
４
︶
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饋
餽
𩙿
＋
眷  

今
或
正　

逵
塊
反　

餉

ウ
フ　

ク
ル　

オ
ク
ル 

︵
僧
上
・
５
４
ウ
５
︶

弓
＋
亰
弶 

俗
正　

渠
向
反　

施
│
以
張

鳥
獣　

ク
ヒ
チ　

禾
ナ　

 

︵
僧
中
・
１
５
オ
３
︶

墻 
嗇　

二
或　

牆
字　

カ
キ　

音
常　

和
去 

︵
法
中
・
２
６
オ
４
︶

　

な
お
、
世
俗
字
類
抄︵
１
５
︶に
つ
い
て
は
二
巻
本
の
当
該
例
に
音
注
は
な
い
。
七
巻
本

に
は
次
の
二
例
が
あ
る
。

蹐 　
　セ

キ 

ヌ
キ
ア
シ

［
右
傍
］ 

︵
巻
二
奴
・
人
軆
０
９
ウ
３
︶

墻 　
　
　

シ
ヤ
ウ 

カ
キ　
　

［
右
傍
］ 

︵
巻
二
加
・
地
儀
２
３
オ
４
︶

　
　

２　

節
用
文
字
の
仮
名
反
切
一
覧

　　

音
注
の
分
析
を
す
る
に
際
し
て
は
、
和
訓
と
の
連
関
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え

つ
つ
、
節
用
文
字
に
お
け
る
仮
名
反
切
所
載
の
例
を
【
表
１
の
１
】
～
【
表
１
の
５
】

に
掲
げ
た
。
表
の
構
成
を
示
し
て
お
く
。

番
号　

↓　

節
用
文
字
に
存
す
る
仮
名
反
切
そ
れ
ぞ
れ
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

掲
出
字　

↓　

見
出
し
語
。
仮
名
反
切
を
付
載
す
る
掲
出
字
は
単
字
の
み
。

　

＊　

Ｊ
Ｉ
Ｓ
外
漢
字
は
﹁
部
首
＋
諧
声
符
﹂
の
よ
う
に
表
示
し
た
。︵
１
０
︶

中
古
音　

↓　

A
ncient C

hinese 

三
根
谷
説︵
１
６
︶に
よ
っ
た
。

右
注　

↓　

双
行
ま
た
は
三
行
に
よ
る
割
注
の
右
を
右
注
と
略
す
。

中
注　

↓　

三
行
割
注
の
中
央
を
中
注
と
略
す
。
付
注
頻
度
は
高
く
な
い
。

左
注　

↓　

双
行
ま
た
は
三
行
に
よ
る
割
注
の
左
を
左
注
と
略
す
。

右
傍　

↓　

掲
出
字
の
右
側
を
右
傍
と
略
す
。

左
傍　

↓　

掲
出
字
の
左
側
を
左
傍
と
略
す
。

所
在　

↓　

篇
・
部
・
帖
数
︵
現
存
部
分
の
通
し
︶・
表
裏
・
行
数
の
順
。

　

＊　

篇
は
イ
ロ
ハ
順
、
部
は
意
義
分
類
を
指
す
。

　
　

３　

仮
名
反
切
の
位
置
／
標
準
形
式

　　

基
本
的
に
は
、
和
訓
を
優
先
し
て
双
行
割
注
の
右
︵
い
わ
ゆ
る
右
注
︶
に
示
し
、
そ

の
次
に
仮
名
反
切
を
双
行
割
注
の
左
︵
い
わ
ゆ
る
左
注
︶
に
付
す
。
こ
れ
が
標
準
形
式

で
あ
る
。
全
八
九
例
︵
九
四
例
か
ら
同
音
字
注
五
例
を
除
く
︶
の
う
ち
、
標
準
形
式
に

四
二
例
が
該
当
す
る
。【
表
１
の
１
】
～
【
表
１
の
５
】
で
は
濃
い
網
掛
け
を
施
し
た

諸
例
で
あ
る
。
以
下
に
代
表
例
を
掲
げ
る
。

０
１　

樗 

ヌ
テ　
　

チ
ヨ
反　

 

︵
ヌ
・
植
物
０
１
オ
２
︶

０
３　

繡 

ヌ
イ
モ
ノ

シ
ウ
反
　

 ︵
ヌ
・
雑
物
０
１
ウ
２
︶

１
２　

岳 

ヲ
カ　
　

カ
ク
反　

 

︵
ヲ
・
天
象
０
２
ウ
５
︶

２
０　

嚚 

ヲ
チ
ナ
シ

キ
ン
反
　

 ︵
ヲ
・
人
事
０
４
オ
５
︶

５
８　

諺 

ワ
サ
コ
ト

ケ
ン
反

 

︵
ワ
・
辞
字
１
０
オ
４
︶

７
６　

蠣 
カ
キ　

 

レ
イ
反　

 

︵
カ
・
動
物
０
５
ウ
３
︶

８
９　

塞 
ソ
コ　
　

サ
イ
反　

 

︵
ソ
・
地
儀
３
６
オ
２
︶
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和
訓
が
二
つ
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
を
掲
出
字
の
直
下
に
あ
た
る
右
注
・
左

注
に
配
し
、
そ
の
右
注
の
下
に
移
っ
て
仮
名
反
切
を
付
け
る
。
た
だ
し
、
和
訓
は

一
つ
で
仮
名
反
切
が
二
つ
の
場
合
︵
５
６
︶
も
あ
る
。
右
注
上
段
か
ら
左
注
上
段

を
経
て
右
注
下
段
に
配
置
す
る
と
い
う
点
で
、
同
様
の
形
式
で
あ
ろ
う
。
八
例

︵
０
５
・
２
７
・
２
８
・
５
５
・
５
６
・
５
７
・
６
２
・
８
５
︶
が
該
当
す
る
。
い
く
つ
か
を
掲

げ
る
。２

７　

愕 

ヲ
ヒ
ユ　

ヲ
ト
ロ
ク 

カ
ク
反

　
　
　　
︵
ヲ
・
辞
字
０
７
ウ
２
︶

５
６　

獦 

ワ
ナ　

カ
ツ
反 

レ
ウ
反

　
　

 　
︵
ワ
・
辞
字
１
０
オ
３
︶

５
７　

貶 

ワ
シ
ル

ソ
シ
ル 

ヘ
ン
反

　
　
　　
︵
ワ
・
辞
字
１
０
オ
３
︶

８
５　

誑 

同
［
タ
フ
ル
］

タ
フ
ラ
カ
ス

 

ク
ヤ
ウ
反

　
　
　

　
︵
タ
・
人
事
２
８
オ
７
︶

　

和
訓
が
三
つ
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
を
掲
出
字
の
右
注
上
段
・
左
注
上
段
・
右

注
下
段
の
順
に
配
し
、
左
注
下
段
に
仮
名
反
切
を
付
載
す
る
。
和
訓
が
二
つ
で
仮

名
反
切
が
二
つ
の
場
合
︵
３
７
︶
も
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
配
し
て
い
る
。
七
例

︵
０
７
・
０
９
・
１
０
・
１
４
・
３
６
・
３
７
・
９
１
︶
が
該
当
す
る
。
い
く
つ
か
を
掲
げ
る
。

０
９　

綻 

ヌ
ク

カ
タ 

ト
ク　

テ
イ
反 

︵
ヌ
・
雑
物
０
１
ウ
５
︶

０
９　

麻 

ヲ　
　

ア
ヲ
サ 

ヌ
サ

マ
反 

︵
ヲ
・
植
物
０
２
ウ
７
︶

３
７　

賄 

ヲ
ク
ル

タ
カ
ラ 

イ
ウ
反

ア
イ
反 

︵
ヲ
・
辞
字
０
７
ウ
６
︶

９
１　

讒 

ソ
ネ
ム

ソ
シ
ル 

ヨ
コ
ス

サ
ン
反 

︵
ツ
・
人
事
４
３
オ
４
︶

　

標
準
形
式
は
左
右
の
双
行
で
あ
る
が
、
注
と
し
て
付
載
す
べ
き
情
報
量

と
余
白
と
の
関
係
か
ら
、
三
行
に
渡
っ
て
表
示
す
る
諸
例
が
あ
る
。
七
例

︵
０
８
・
１
８
・
３
１
・
３
３
・
３
４
・
４
０
・
８
４
︶が
該
当
す
る
。組
版
の
制
限
を
考
慮
し
、

中
央
の
割
注
︵
い
わ
ゆ
る
中
注
︶
を
下
段
に
示
し
た
。
い
ず
れ
も
、
右
注
の
和
訓
に
始

ま
り
、
中
注
の
和
訓
を
経
て
、
左
注
の
仮
名
反
切
に
至
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

０
８　

絞 

ヌ
ヒ
メ

ア
ツ

   

イ
ト
ク
ル　
　

［
中
注
上
段
］ 

カ
サ
ル

ケ
ウ
反  

マ
ツ
フ　
　
　

［
中
注
下
段
］ ︵
ヌ
・
雑
物
０
１
ウ
４
︶

１
８　

駑 

ヲ
ソ
キ

ト
反

  

ム
マ　
　

［
中
注
］ 

︵
ヲ
・
動
物
０
３
オ
６
︶

３
１　

緻 

ヌ
キ
ヌ
フ

チ
反　

  

キ
ヒ
シ　

［
中
注
］ 

︵
ヲ
・
辞
字
０
７
ウ
３
︶

３
３　

殆 

ヲ
コ
タ
ル

タ
イ
反

  

ホ
ト
ヽ
ヽ

［
中
注
］ 

︵
ヲ
・
辞
字
０
７
ウ
４
︶

３
４　

畾
＋
力 

ヲ
ス　

サ
イ
反  

ユ
ツ
ル　

［
中
注
］ 

︵
ヲ
・
辞
字
０
７
ウ
４
︶

４
０　

濟 

ワ
タ
リ

セ
イ
反  

ワ
タ
ス　

［
中
注
］ 

︵
ワ
・
地
儀
０
８
オ
３
︶

８
４　

邲 

ヨ
キ　

ヒ
ツ
反  

カ
ホ　
　

［
中
注
］ 

︵
ヨ
・
人
事
２
６
ウ
５
︶

　

な
お
、３
４
の
仮
名
反
切
﹁
サ
イ
反
﹂
は
﹁
ラ
イ
反
﹂
と
誤
認
し
た
可
能
性
が
高
い
。

同
じ
く
和
訓
﹁
ヲ
ス
﹂
も
﹁
ヲ
ク
﹂
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
を

参
看
す
れ
ば
、
当
該
掲
出
字
の
反
切
は
﹁
魯
對
反
﹂
で
あ
る
か
ら
本
来
﹁
ラ
イ
﹂
で
あ

り
、
和
訓
も
﹁
ヲ
ク
﹂
と
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

畾
＋
力 
魯
對
反　

壞　
　
　
　
　
　

ハ
ケ
マ
ス　

オ
ク　

ユ
ツ
ル 

︵
僧
上
・
４
２
ウ
６
︶
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こ
こ
ま
で
に
指
摘
し
た
双
行
ま
た
は
三
行
の
割
注
に
よ
る
標
準
形
式
の
諸
例
は
【
表

１
の
１
】
～【
表
１
の
５
】
の
中
で
網
掛
け
を
施
し
て
あ
る
。
字
類
抄
諸
本
の
目
指
す

と
こ
ろ
は
﹁
色
葉
和
名
﹂
で
あ
り
、
始
め
に
和
訓
が
注
と
し
て
選
択
さ
れ
る
こ
と
、
当

然
と
言
え
る
。
そ
れ
に
加
え
て
音
注
が
補
わ
れ
る
の
は
、
漢
文
の
訓
読
や
作
成
と
い
う

実
用
的
な
場
面
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
り
、
特
に
仮
名
を
用
い
た
音
注
表
示
は
大
い
に

活
用
が
期
待
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
少
な
か
ら
ず
中
国
語
音
韻
学
の
知
識
を
要
求
す
る
反

切
や
同
音
字
注
と
は
違
い
、
仮
名
音
注
は
日
本
語
に
馴
化
し
た
字
音
把
握
を
可
能
と
し

た
。
こ
れ
は
本
邦
に
お
け
る
辞
書
活
用
の
新
展
開
を
意
味
す
る
。
和
訓
と
字
音
と
を
相

互
に
参
照
し
、
ま
た
有
機
的
に
結
び
付
け
な
が
ら
活
用
す
る
方
策
が
整
っ
た
こ
と
に
な

る
。

　
　

４　

仮
名
反
切
の
位
置
／
変
則
形
式

　

さ
て
、
標
準
形
式
と
は
異
な
る
注
の
付
載
状
況
を
示
す
諸
例
が
あ
る
。
標
準
形
式
に

対
し
て
、
表
面
上
は
変
則
形
式
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
く
つ
か
の
種
類
を
確
認
で

き
る
。

　

ま
ず
、
右
注
上
段
に
和
訓
、
左
注
上
段
に
仮
名
反
切
を
配
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

右
注
下
段
に
和
訓
を
加
え
て
い
る
諸
例
︵
１
５
・
５
１
・
５
２
︶
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
和
訓
の
追
加
を
し
た
形
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
義
注
が
加
え
ら
れ
た
諸
例

︵
３
９
・
６
６
・
６
９
・
９
０
︶
も
あ
る
。
和
訓
や
義
注
の
追
加
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

仮
名
反
切
が
増
補
改
訂
の
早
い
段
階
で
加
え
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。

１
５　

丘 

同
［
ヲ
］

チ
ヨ
反

  

カ
ラ
ウ
シ

　
　
　
　　
︵
ヲ
・
天
象
０
２
ウ
５
︶

５
１　

渾 

ワ
ク　

コ
ン
反 

ニ
コ
ル

　
　
　　
︵
ワ
・
辞
字
１
０
オ
１
︶

５
２　

滂 

ワ
カ
ル

ハ
ウ
反  

ナ
カ
レ

　
　
　　
︵
ワ
・
辞
字
１
０
オ
１
︶

３
９　

餉 

ヲ
ク
ル

魚
餉

  

カ
ウ
反

　
　
　　
︵
ヲ
・
辞
字
０
７
ウ
７
︶

６
６　

暈 

カ
サ　

ウ
ン
反  

日
月
│　
　

［
日
月
暈
］ 

︵
カ
・
天
象
１
１
オ
６
︶

６
９　

峡 

カ
ヒ　

カ
フ
反

山
間
狭
處
也

 

︵
カ
・
地
儀
１
１
ウ
１
︶

９
０　

猜 

ソ
ネ
ム　
　

サ
イ
反　

倩　

 

︵
ソ
・
人
事
３
６
ウ
４
︶

　

右
の
七
例
と
類
似
し
た
形
式
と
認
め
ら
れ
る
四
例
︵
２
４
・
２
５
・
４
３
・
５
９
︶
も

あ
る
。
付
載
し
た
和
訓
が
三
つ
、
あ
る
い
は
三
つ
以
上
に
及
ぶ
場
合
で
あ
る
。
２
５
は

順
次
﹁
ヲ
シ
タ
ヽ
シ
︵
右
注
︶﹂﹁
イ
マ
シ
ム
︵
中
注
︶﹂﹁
ウ
レ
フ
︵
左
注
︶﹂
と
和
訓

を
付
け
た
後
、余
白
の
あ
る
左
注
直
下
に
仮
名
反
切
﹁
ウ
反
﹂
を
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

組
版
の
制
限
か
ら
表
示
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
５
９
は
、
上
段
に
順
次
﹁
ワ
タ
ル
︵
右

注
︶﹂﹁
イ
ロ
フ
︵
中
注
︶﹂﹁
カ
ツ
反
︵
左
注
︶﹂
と
あ
り
、下
段
に
﹁
イ
タ
ル
︵
右
注
︶﹂

﹁
ア
ラ
ハ
ス
︵
中
注
︶﹂
を
配
置
し
て
い
る
。

２
４　

愆  

同
［
ヲ
サ
］
ケ
ン
反　

ケ
ツ
反

ツ
ヽ
ミ　

ア
ヤ
マ
チ            

　
︵
ヲ
・
辞
字
０
７
オ
７
︶

２
５　

又
＋
心  

ヲ
シ
タ
ヽ
シ　

ウ
レ
フ　

ウ
反   

イ
マ
シ
ム

［
中
注
］ 

︵
ヲ
・
辞
字
０
７
ウ
１
︶

４
３　

侘  

ワ
ヒ
シ

ワ
フ

   

タ
ク
反

ホ
ロ
フ 

︵
ワ
・
人
事
０
８
ウ
６
︶

５
９　

掲  

ワ
タ
ル

カ
ツ
反   

イ
ロ
フ　
　
　

［
中
注
上
段
］ 

イ
タ
ル　
　
　

［
左
注
な
し
］ 

ア
ラ
ハ
ス　
　

［
中
注
下
段
］ 

︵
ワ
・
辞
字
１
０
オ
４
︶

　

こ
こ
ま
で
の
十
一
例
は
表
面
上
変
則
形
式
で
あ
る
が
、
和
訓
の
追
加
あ
る
い
は
三
つ

以
上
の
和
訓
付
載
と
い
う
事
由
が
あ
り
、配
置
の
内
実
と
し
て
は
標
準
形
式
と
言
え
る
。
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次
の
変
則
形
式
は
和
訓
の
次
に
仮
名
音
注
﹁
ク
﹂
と
仮
名
反
切
﹁
キ
ウ
反
﹂
を
有
す

る
１
３
の
場
合
で
、
こ
れ
は
音
注
を
連
続
表
示
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
仮
名
音
注
﹁
ク
﹂
は
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
が
示
す
和
音
﹁
グ
﹂
に
相
当
し
よ
う
。

こ
れ
も
標
準
形
式
に
従
っ
て
い
る
。

１
３　

丘  

同
［
ヲ
カ
］

ク　

キ
ウ
反 
︵
ヲ
・
天
象
０
２
ウ
５
︶

丘  

去
牛
反　

ヲ
カ
⋮　
　

⋮
和
ク
［
去
声
濁
点
］ 

︵
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
／
仏
上
・
４
１
ウ
４
︶

　

こ
の
他
、
右
傍
に
仮
名
反
切
︵
２
２
・
７
８
・
８
３
・
９
２
︶
や
和
訓

︵
２
１
・
３
５
・
７
７
・
８
１
︶
を
配
し
た
諸
例
を
指
摘
で
き
る
。
多
く
は
割
注
に
十
分
な

余
白
を
確
保
で
き
な
い
場
合
の
回
避
策
か
と
思
わ
れ
る
が
、
右
注
に
付
載
可
能
な
余
白

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、右
傍
を
使
っ
た
２
１
・
３
５
・
７
７
の
よ
う
な
場
合
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
三
例
は
変
則
形
式
そ
の
も
の
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ

の
他
こ
こ
ま
で
の
十
七
例
は
標
準
形
式
に
従
っ
た
変
則
と
見
て
良
い
。
や
は
り
、
仮
名

反
切
は
節
用
文
字
の
早
い
増
補
改
訂
段
階
で
添
加
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ
は
、

一
定
の
編
纂
方
針
を
保
持
し
て
い
た
証
し
で
あ
る
。
少
な
く
も
、
後
世
に
繰
り
返
さ
れ

た
書
写
時
点
に
お
け
る
付
載
で
は
な
い
。

２
２　

迄  

同
［
ヲ
ヨ
フ
］

ツ
イ
ニ
ク     

 

コ
ツ
反　

［
中
注
］ 

キ
反　
　

［
右
傍
］ 

︵
ヲ
・
辞
字
０
５
オ
６
︶

７
８　

容 

同
［
カ
タ
］　

［
左
注
な
し
］ 

ヨ
ウ
反　

［
右
傍
］ 

︵
ヲ
・
人
躰
１
４
ウ
１
︶

８
３　

娉 

ヨ
ハ
フ　
　
　

│
妻
［
娉
妻
］ 

ヘ
イ
反　

［
右
傍
］ 

︵
ヨ
・
人
事
２
６
ウ
４
︶

９
２　

纂 

ツ
キ　

ツ
ク
ル 

次
也　

ア
ツ
ム 

サ
ン
反　

［
右
傍
］ 

︵
ツ
・
辞
字
４
３
オ
４
︶

２
１　

几 

［
右
注
な
し
］

キ
反　
　

  

ヲ
シ
マ
ツ

キ
［
右
傍
］ 

︵
ヲ
・
雑
物
０
４
ウ
７
︶

３
５　

倨 

［
右
注
な
し
］

コ
反　
　

 
  

ヲ
コ
ル　

［
右
傍
］ 

︵
ヲ
・
辞
字
０
７
ウ
６
︶

７
７　

貝 

［
右
注
な
し
］

ハ
イ
反　

  
  

カ
ヒ　
　

［
右
傍
］ 

︵
カ
・
動
物
１
３
ウ
４
︶

８
１　

弩 

ヌ
反　

ト
反

カ
ケ
テ　

     

ト
ル　
　

［
右
傍
］ 

︵
カ
・
辞
字
１
９
オ
４
︶

　
　

５　

お
わ
り
に

　

現
存
す
る
節
用
文
字
は
﹁
色
葉
和
名
﹂
を
目
的
と
し
た
原
初
形
態
の
原
撰
本
系
諸
本

と
は
考
え
に
く
く
、
数
度
の
増
補
改
訂
を
経
た
状
況
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
付

載
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
仮
名
反
切
に
つ
い
て
、
そ
の
分
析
結
果
を
集
約
し
て
お
く
。
紙
幅

の
都
合
で
、﹁
反
﹂
表
示
の
あ
る
仮
名
反
切
と
﹁
反
﹂
表
示
の
な
い
仮
名
音
注
と
の
機

能
的
な
違
い
等
、
そ
の
分
析
は
後
稿
︵
仮
題
﹁
節
用
文
字
の
仮
名
音
注
﹂
を
予
定
︶
に

お
い
て
述
べ
た
い
。

Ａ　

仮
名
反
切
八
九
例
は
、
一
定
の
編
纂
方
針
の
も
と
、
日
本
語
に
馴
化
し
た
字

音
把
握
を
必
要
と
し
た
増
補
改
訂
の
早
い
段
階
に
お
い
て
加
え
ら
れ
た
可
能
性

が
高
い
。

Ｂ　

仮
名
反
切
と
仮
名
音
注
と
は
異
な
る
増
補
段
階
に
お
い
て
付
載
さ
れ
た
が
、

そ
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

［
注
］

︵
０
１
︶
次
の
複
製
を
参
照
し
た
。

・
原
装
影
印
版 

古
辞
書
叢
刊
﹁
節
用
文
字
﹂︵
雄
松
堂
書
店
、
一
九
七
七
年
︶
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︵
０
２
︶
節
用
文
字
な
ど
を
も
含
む
世
俗
字
類
抄
や
色
葉
字
類
抄
な
ど
の
諸
本
を
総
称
し
て
字
類
抄
諸

本
と
す
る
。
単
に
字
類
抄
と
称
す
る
文
献
は
な
い
。
平
安
時
代
末
期
に
お
い
て
常
用
す
る
基
本
的

な
語
彙
と
し
て
の
和
名
を
塊
集
し
、
対
応
す
る
漢
字
見
出
し
の
も
と
に
掲
出
字
を
選
択
し
て
い
く
、

と
い
う
編
纂
の
原
則
を
持
っ
て
成
立
し
た
。
い
わ
ゆ
る
﹁
色
葉
和
名
﹂
と
も
言
え
る
体
裁
で
あ
る
。

こ
の
﹁
色
葉
和
名
﹂
は
原
撰
本
系
諸
本
と
想
定
で
き
る
初
期
段
階
の
書
名
に
も
な
っ
て
い
た
ら
し

い
。
現
存
す
る
字
類
抄
諸
本
を
示
し
て
お
く
。

︻
原
形
本
︼

　

［
イ
］
川
瀬
一
馬
蔵
本

　

▼
鎌
倉
時
代
初
期
の
書
写
に
な
る
と
推
定
す
る
零
本
。
原
形
本
と
認
定
で
き
る
か
は
不
明
。

︻
節
用
文
字
︼

　

［
ロ
］
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
本
︵
成
簀
堂
文
庫
旧
蔵
︶

　

▼
二
巻
本
色
葉
字
類
抄
を
平
安
時
代
末
期
か
鎌
倉
時
代
初
期
に
書
写
し
た
と
も
い
わ
れ
る
零
本
。

︻
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
︼

　

［
ハ
］
天
理
図
書
館
蔵
本
︵
松
平
定
信
旧
蔵
︶

　

▼
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
書
写
か
。

　

［
ニ
］
黒
川
家
蔵
本

　

▼
元
治
元
年
晩
夏
中
旬
に
黒
川
春
村
が
書
写
。

　

［
ホ
］
川
瀬
一
馬
蔵
本

　

▼
黒
川
家
蔵
本
［
ニ
］
の
手
写
本
。

　

［
へ
］
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本

　

▼
奥
書
の
な
い
黒
川
家
旧
蔵
本
で
あ
り
、
黒
川
家
蔵
本
［
ニ
］
と
は
別
の
一
本
。

︻
三
巻
本
世
俗
字
類
抄
︼

　

［
ト
］
水
戸
彰
考
館
本

▼
永
正
十
二
年
の
書
写
本
。
戦
災
で
消
失
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、［
へ
］
東
京
大
学
文
学
部
国

語
研
究
室
蔵
二
巻
本
の
表
裏
に
附
箋
が
あ
り
、﹁
文
学
博
士
橋
本
進
吉
云
世
俗
字
類
抄
三
巻
水

戸
彰
考
館
ニ
ア
リ
永
正
ノ
寫
本
ニ
シ
テ
順
識
ト
ア
リ
﹂
に
よ
る
。

︻
七
巻
本
世
俗
字
類
抄
︼

　

［
チ
］
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

　

▼
巻
三
を
欠
く
六
冊
本
。

︻
二
巻
本
色
葉
字
類
抄
︼

　

［
リ
］
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

　

▼
正
和
四
年
と
応
永
三
十
年
と
の
二
度
に
渡
る
伝
写
を
経
て
、
永
禄
八
年
に
書
写
。

︻
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
︼

　

［
ヌ
］
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

▼
院
政
期
末
あ
る
い
は
鎌
倉
初
期
の
書
写
と
も
い
う
が
、
確
か
で
は
な
い
。
中
巻
と
下
巻
の
一
部

を
欠
く
。
欠
落
部
分
に
つ
い
て
は
黒
川
家
蔵
本
の
［
ル
］
に
て
補
う
。

［
ル
］
黒
川
家
蔵
本

　

▼
江
戸
中
期
の
書
写
か
。

︵
０
３
︶
仮
名
に
よ
る
字
音
注
は
仮
名
音
注
と
称
す
る
が
、
節
用
文
字
に
は
仮
名
音
注
に
﹁
反
﹂
表
示

を
加
え
た
諸
例
も
あ
る
。
こ
れ
を
仮
名
反
切
と
呼
ん
で
お
く
。

︵
０
４
︶
次
の
論
文
を
指
す
。

・
二
戸
麻
砂
彦
﹁
節
用
文
字
の
反
切
﹂︵
山
梨
県
立
大
学
紀
要
国
際
研
究
第
６
号
、
一
～
一
八
頁
、

二
〇
一
〇
年
︶

︵
０
５
︶
注
︵
１
︶
の
複
製
刊
行
に
際
し
て
掲
載
さ
れ
た
解
説
。

︵
０
６
︶
節
用
文
字
で
は
﹁
ヌ
字
﹂
と
い
う
よ
う
に
標
記
す
る
が
、
字
類
抄
諸
本
の
基
本
的
な
編
纂
構

造
か
ら
見
て
、﹁
ヌ
篇
﹂
と
統
一
標
記
し
た
方
が
理
解
に
混
乱
を
生
じ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
﹁
漢

家
以
レ
音
悟
レ
義
、
本
朝
就
レ
訓
詳
レ
言
、
而
文
字
且
千
訓
解
非
レ
一
、
今
揚
二
色
葉
之
字
一
為
二
詞
条

之
初
言
一
、
凡
四
十
七
篇
、
分
二
為
両
巻
一
、
篇
中
勒
レ
部
、
為
令
二
見
者
不
労
一
レ
眸
也
。﹂︵
三
巻
本

色
葉
字
類
抄
、
上
巻
１
ウ
２
～
５
︶
と
い
う
序
、
あ
る
い
は
﹁
已
上
部
類
同
二
伊
字
一
﹂︵
同
、
上

巻
１
オ
７
︶
と
書
か
れ
た
目
録
末
尾
に
基
づ
く
。

﹁
篇
﹂
↓　

伊
・
呂
・
波
・
仁
・
保
・
倍
・
登
・
知
・
利
・
奴
・
留
・
乎　

⋮

﹁
部
﹂
↓　

天
象
・
地
儀
・
植
物
・
動
物
・
人
倫
・
人
躰
・
人
事
・
飲
食　

⋮

﹁
類
﹂
↓　

歳
時
・
居
処
居
宅
具
・
植
物
具
・
躰
・
鬼
神
類
・
病
瘡
類　

⋮

︵
０
７
︶
二
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
奥
書
に
﹁
色
葉
和
名
﹂
と
増
補
改
訂
に
関
わ
る
記
録
が
あ
る
。
根
本

書
た
る
二
巻
本
の
﹁
色
葉
和
名
﹂
を
も
と
に
し
て
、四
巻
構
成
の
書
本
﹁
橘
先
生
之
本
﹂
を
校
訂
し
、

こ
れ
を
さ
ら
に
細
分
化
し
て
、
八
巻
の
構
成
と
し
た
の
が
奥
書
作
者
で
あ
る
。

〇
傳
二
借
橘
先
生
之
本
一
、
彼
人
於
二
本
色
葉
和
名
一
更
加
二
功
労
一
加
二
文
字
一
、
正
声
無
レ
極
勝
本

也
、
⋮
︵
巻
上
上
・
四
九
オ
二
～
三
︶

〇
自
二
天
養
比
一
至
二
于
長
寛
一
廿
余
年
、
補
綴
无
レ
隙
、
抑
部
類
如
レ
舊
更
加
二
星
點
一
、
紕
繆
雖

レ
多
愚
昧
難
レ
直
、
學
者
毎
レ
見
、
可
二
摺
改
一
之
、
誂
貢
士
入
道
詞
字
少
〻
加
二
朱
點
一
、
為
レ

要
二
文
不
迷
一
也
、
傳
二
借
橘
先
生
之
本
一
、
為
二
書
本
一
而
已
、
⋮
根
本
書
者
、
上
下
両
巻
也
、

橘
先
生
本
開
為
二
四
帖
一
、
今
又
開
為
二
八
帖
一
而
已
、
⋮
︵
巻
上
下
・
五
三
ウ
三
～
七
︶

︵
０
８
︶字
音
注
記
で
あ
る﹁
同
音
字
注
﹂と
い
う
述
語
は
小
松
英
雄
氏
の
説
に
よ
る
。﹁
類
音
﹂﹁
直
音
注
﹂

と
称
す
る
場
合
も
あ
る
。
小
松
英
雄
﹁
平
安
末
期
に
お
け
る
漢
音
の
一
断
面
﹂︵
国
語
と
国
文
学
、

四
七
巻
一
○
号
、
一
九
七
○
年
︶

︵
０
９
︶
例
を
掲
げ
る
場
合
、
組
版
の
表
示
制
限
を
考
慮
し
て
、
い
く
つ
か
の
処
理
を
し
た
。
掲
出
語
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に
施
さ
れ
た
和
訓
や
音
注
等
は
双
行
の
割
注
︵
左
注
・
右
注
︶
を
も
っ
て
表
示
す
る
こ
と
が
原
則

と
な
っ
て
い
る
が
、
三
行
表
示
で
中
注
を
有
す
る
場
合
が
あ
る
。
あ
る
い
は
掲
出
語
の
右
傍
や
左

傍
に
付
す
こ
と
も
あ
る
。
特
に
必
要
の
な
い
限
り
、
左
注
・
右
注
と
は
明
示
せ
ず
、
本
来
の
位
置

を
示
し
に
く
い
右
傍
・
左
傍
お
よ
び
中
注
に
つ
い
て
は
角
括
弧
［　

］
を
用
い
て
、
割
注
の
下
段

や
左
に
補
足
説
明
を
施
し
た
。
ま
た
、
部
名
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、 

雑
物  

の
よ
う
に
囲
み

表
示
の
処
理
を
施
し
た
。
原
本
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

︵
１
０
︶
情
報
機
器
に
お
け
る
日
本
語
表
示
の
規
格
と
し
て
は
、
２
０
０
４
Ｊ
Ｉ
Ｓ
︵JIS X

 0213: 
2004

︶
が
策
定
さ
れ
１
１
２
２
３
文
字
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
表
示
で
き
な
い
漢
字
は

当
然
存
在
す
る
。
い
わ
ゆ
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
外
漢
字
表
示
方
法
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
に
准
拠
し
た
。

部
首
や
諧
声
符
な
ど
、
漢
字
の
字
形
パ
ー
ツ
を
＋
記
号
を
使
っ
て
組
み
合
わ
せ
る
方
法
で
あ
る
。

当
該
の
漢
字
に
は
傍
線
を
施
し
た
。

・
二
戸
麻
砂
彦
﹁
パ
ソ
コ
ン
に
お
け
る
漢
字
処
理
／
試
論
﹂︵
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
紀
要

２
８
、九
～
一
八
頁
、
一
九
九
五
年
︶

︵
１
１
︶
次
の
複
製
を
参
照
し
た
。

・
尊
経
閣
影
印
善
本
集
成
１
９
﹁
色
葉
字
類
抄
二
・
二
巻
本
﹂︵
八
木
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
︶

︵
１
２
︶
次
の
複
製
と
索
引
を
参
照
し
た
。

・
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
刊
﹁
尊
経
閣
蔵
三
巻
本 

色
葉
字
類
抄
﹂︵
勉
誠
社
、
一
九
八
四
年
︶

・
尊
経
閣
影
印
善
本
集
成
１
８
﹁
色
葉
字
類
抄
一
・
三
巻
本
﹂︵
八
木
書
店
、
一
九
九
九
年
︶

・
中
田
祝
夫 

峯
岸
明 

共
編﹁
色
葉
字
類
抄 

研
究
並
び
に 

総
合
索
引 
黒
川
本
影
印
篇
﹂︵
風
間
書
房
、

一
九
七
七
年
︶

︵
１
３
︶
次
の
複
製
と
索
引
を
参
照
し
た
。

・
正
宗
敦
夫
編
﹁
類
聚
名
義
抄
第
一
・
二
巻
﹂︵
風
間
書
房
、
一
九
七
五
年
︶

・
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
﹁
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本
﹂︵
和
書
之
部
３
２
～
３
４
、八
木
書
店
、

一
九
七
七
年
︶

・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
﹁
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
﹂
本
文
編
・
解
説
索
引
編
︵
勉
誠
社
、一
九
七
六
年
︶

︵
１
４
︶
中
国
語
音
韻
史
上
に
お
い
て
、
切
韻
系
韻
書
に
代
表
さ
れ
る
中
古
音 A

ncient C
hinese 

の

音
韻
体
系
が
唐
代
中
期
に
は
相
当
の
変
貌
を
と
げ
る
。
そ
の
一
つ
が
全
濁
音
の
無
声
化
で
あ
る
。

ま
ず
、等
韻
学
の
述
語
で
言
う
全
濁
音
が
有
気
音
に
変
化
す
る
音
声
現
象
が
顕
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
出
わ
た
り
に
粗
い
声
帯
の
振
動
を
伴
い
、
持
続
部
に
お
け
る
﹁
こ
え
﹂
が
弱
化
し
、
そ
の
持
続

部
が
無
声
化
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
聴
覚
上
ま
ず
摩
擦
音
か
ら
始
ま
り
、
や
が
て

閉
鎖
音
や
破
擦
音
に
ま
で
及
ん
だ
。
日
本
漢
字
音
で
は
、
い
わ
ゆ
る
漢
音
に
お
い
て
全
濁
音
を
清

音
と
把
握
し
て
い
る
。
日
本
書
紀
の
字
音
仮
名
に
顕
著
で
あ
る
。
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。

・
中
国
文
化
叢
書
１
﹁
言
語
﹂︵
大
修
館
書
店
、一
九
六
七
年
︶
所
収
、Ⅱ

－

３
﹁
中
古
漢
語
の
音
韻
﹂

︵
１
５
︶
次
の
複
製
と
索
引
を
参
照
し
た
。

・
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
１
３
﹁
倭
名
類
聚
抄
京
本
・
世
俗
字
類
抄
二
巻
本
﹂︵
汲
古
書

院
、
一
九
八
五
年
︶

・
三
宅
ち
ぐ
さ
﹁
天
理
大
学
付
属
図
書
館
蔵 

世
俗
字
類
抄 

影
印
な
ら
び
に
研
究
・
索
引
﹂︵
翰
林

書
房
、
一
九
九
八
年
︶

・
原
装
影
印
版 

古
辞
書
叢
刊
﹁
世
俗
字
類
抄 

七
巻
本
﹂︵
雄
松
堂
、
一
九
七
三
年
︶

︵
１
６
︶
中
国
語
音
韻
史
上
の
中
古
音
に
つ
い
て
は
三
根
谷
説
の
推
定
音
に
よ
っ
た
。

・
三
根
谷
徹
﹁
中
古
音
の
韻
母
の
体
系

－

切
韻
の
性
格

－﹂︵
言
語
研
究
、
三
一
号
、
一
九
五
六
年
︶

・
三
根
谷
徹
﹁
越
南
漢
字
音
の
研
究
﹂︵
東
洋
文
庫
、
一
九
七
二
年
︶

・
三
根
谷
徹
﹁
唐
代
の
標
準
音
に
つ
い
て
﹂︵
東
洋
学
報
、
五
七
巻
一
・
二
号
、
一
九
七
六
年
︶

・
三
根
谷
徹
﹁
中
古
漢
語
と
越
南
漢
字
音
の
研
究
﹂︵
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
︶

︵
平
成
２
３
年
１
１
月
２
２
日
︶




